
動詞

これは動詞の正しい使い方を説明するのに非常に良い文です。
最初のバージョンでは、
「AIの出力ではなく、プロンプトやコンテキストを修正する」
「fix」という言葉は、プロンプト、コンテキスト、AIの 3つに適用されます。
プロンプトやコンテキストはすべて修正できるわけではありません。ユーザープロンプトは修
正できますが、システムプロンプトは修正できません。毎回事前に定義された関連プロンプト
を追加するのではなく、GPTを GPTストアに追加してカスタム定義する必要があります。
私はそれを変更しました
「AIの出力ではなく、プロンプトやコンテキストを追加する」
さて、「add」という言葉は、プロンプト、コンテキスト、AIの 3つに適用されています。しかし、
出力に関しては「追加」する必要はなく、変更や修正が必要なため、まだ正確ではありません。
したがって、それは次のようになるはずです。
「AIの出力を修正する代わりに、プロンプトやコンテキストを追加する」
ここで、「add」という動詞は、プロンプトとコンテキストの 2つの単語に適用されます。「fix」
という動詞は、AIに適用されます。
しかし、プロンプトやコンテキストに関しては、提供するプロンプトを変更するだけで済む場
合もあります。
最終版:
「AIの出力ではなく、プロンプトやコンテキストを修正する」
元のタイトルに戻りましたが、ここでの考え方は重要です。すべての動詞は、それが 1つのもの
に適用されるのか、2つのものに適用されるのか、あるいは適用されるべきでないものに不適切
に適用されているのかに関わらず、適切に使用されるべきです。
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